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その他（関係計画、要綱等）
・長久手市里山プラン　・長久手市里山基本計画
・みどりの推進計画　・緑の基本計画

5-1-5 緑化振興費

事業開始の背景、経緯等
手入れや管理が行き届かず放置された山林においては、廃棄物の不法投棄、倒木に伴う周辺への損害等周辺地域への悪
影響が懸念されている。そのためこれらの山林を適切に管理できる仕組みを整え、里山を保全・活用し、市民が快適、安全
に生活できることが求められている。

（両者と協働不可の場合はその理由）

①事業内容
（どんな活動を行うのか）

②アウトプット【活動指標】
（活動の結果、どうなるのか）

③中間アウトカム【成果指標】
（対象はどうなるのか）

④最終アウトカム
（市としてどうなるのか）

　　市民

　　地域資源として里山林の価値及び
　   愛着の向上を図るため里山保全
　　事業のイベントを開催する。

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
(2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

予算 19,524 17,476 1,339 2,653 1,144

決算 8,577 4,564 895 1,964 -

人件費(B) 千円 決算 8,858 4,628 4,317 4,595 -

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 17,435 9,192 5,212 6,559 -

事業対象の数(D)
（R5年度は想定数）

人 58,545 57,466 60,035 60,352 60,770

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 0 0 0 0

中間アウトカム【成果指標】の数値設定
（事業の意図を反映する指標）

里山保全事業イベント参加者数 人 186 210 258

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠：調査名、調査年など出典）

イベント参加者数は、イベントをきっかけに市民の地域資源としての里山林の保全活
用意識の高まり及び愛着の向上が行われたことを確認できる指標であるため

R4年度実績として、8イベントで186人の参加があり、1イベント当たり
24人となる。毎年1イベントずつ増やしていく。長久手市里山基本計画
の目標年次である、令和7年度を目標年次とした。

平成３１年３月に策定した「長久手市里山基本計画」に基づき、市民主体での適切な里山保全・活用が図られることを目的と
している。まずは、関心のある市民を増やすことで、組織化に繋げていきたいと考えている。令和４年度については、プレー
パークについて興味のある人材の発掘ができ、試行を実施することとなった。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

イベントの内訳としては、落ち葉焚きと燻製のイベント（２６人）、プレーパークの試行計３回（延べ９９人）、里山散策会【地元団体協働】（１８
人）、里山講演会計２回【地元団体協働】（延べ１７人）、ザリガニ釣りイベント【近隣大学及び地元団体協働】（２６人）。
ザリガニ釣りイベントについては、愛知学院大学からのイベント提案を受け、みなみ里山クラブがサポートし実施した。協力してくれたお礼と
して学生からは、みなみ里山クラブのイベント等の手伝いも可能な範囲で手伝うとの申し出もあった。
（改善が必要なこと、改善の方法など）

各イベントの参加者に対してアンケート調査を行い、里山の保全活動に興味をもつ人材を発掘する。

（事業の成果を高めるための事業の方向性）

より多くの市民が参加し、里山に愛着を持ってもらえるようなイベントを地元住民と共に実施する。令和７年度までに市民団体の拡充と、さら
なる市民団体による里山の保全、利活用を目指す。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

民間事業者とのみ協働可

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

事
業
フ
ロ
ー

長久手市里山基本計画の市
民協働プロジェクトの内容に
基づいたイベントを、地元団体
や近隣大学との協働により開
催した結果、団体の活動に興
味を持つ市民が増え、活動団
体の構成者数が増える。

里山プランに位置づけられた
地区が市民が愛着をもち楽し
さを発見することができる
『行ってみたい「里山」』の姿に
なり、さらなる里山林の価値
及び愛着の向上・周知を図る
ため、市民が自主的にイベン
トを企画したり保全活動に参
加する。

里山保全事業イベントの参加
人数が増加

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

進
捗
状
況

単位
【現状】

R4年度（2022）年実績
【目標①】

R5年度（2023）年実績
【目標②】

R7年度（2025）年実績

振
り
返
り

事業開始からの経緯など

令和４年度の成果

改善ポイント

今
後

今後の
方向性

基
本
情
報

コ
ス
ト
推
移

【誰を対象に】

【目的】

【今後の目標】

事務事業① 里山保全管理活用事業

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込 4 5 5 6 6

実績 4

見込 7,000 7,000 9,500 9,500 9,500

実績 7,000

見込 25 27 29 31 33

実績 25

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入 現状維持

事務事業②

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

事務事業③

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

単位 区分

(1)
地元団体及び近隣大学との協働によ

り開催したイベント回数
回

(2)
【アクションプラン】

里山整備面積「累計」
㎡

(3)
里山保全活動を行っている

団体の構成人数
人

今後の方向性 拡充
里山散策会【地元団体協働】、里山講演会計２回【地元団体協働】、ザリガニ釣りイベント【近隣大学及
び地元団体協働】の計４回実施
ながくて里山クラブ：２０名、つむぎて農福連携環境研究会５名

単位 区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

事
業
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る
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務
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務
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③


